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蓄電池製造工場における  
高効率循環型ヒートポンプチラーの導入による省エネ

　この工場では、自動車用鉛蓄電池とアルカリ蓄電池の製造を行っています。従来より生産ラインにおいて、温水生成
時の温水槽内の温度にバラつきがあり、課題となっていました。
　今回、その課題を解決するため、循環型の高効率ヒートポンプチラーを導入することで冷温水槽内の温度が均一化
し、また冷水と温水を再度生成する循環システムも採用することで、省エネルギー化を実現することができました。
　さらに、循環システムの各所に温度計・流量計・圧力計を設置し、中央制御で細かく稼働を制御したことで、システ
ムの高効率運転が実現し、エネルギー消費量およびCO₂排出量の削減を達成しました。

改善効果

改善効果

設備概要

44 グラビア印刷工場における
熱回収ヒートポンプ導入による省エネ

この工場では、グラビア印刷乾燥工程において、外気を蒸気で加温した温風を供給しています。
一方、工場内の室温を管理するために、外気を空冷チラーで冷却した冷風を通年供給しています。
今回、加温負荷と冷却負荷が同時に発生していることに注目し、新たに導入した熱回収ヒートポンプにて冷却負荷

（AHU）での廃熱を回収し、蒸気コイルへ温水供給することで、既存の空冷チラーの消費電力量と蒸気ボイラーの蒸気使用
量を削減し、一次エネルギーとCO₂削減を実現することができました。

※ 電力のCO₂排出係数：0.437kg‒CO₂/kWh
　 A重油のCO₂排出係数：2.75kg‒CO₂/ℓ

　・冷却能力：91.9kW/台
　・加熱能力：120.5kW/台
　・消費電力：28.6kW/台
　・台　　数：2台

システム図

●従来のシステムと比較して

●熱回収ヒートポンプ（新設）

設備概要

※ 電力のCO₂排出係数 ：0.437kg‒CO₂/kWh
　 灯油のCO₂排出係数 ：2.50kg‒CO₂/ℓ  

・60.6kW×1台
●ヒートポンプ式熱回収外調機（新設）

・年間一次エネルギー使用量：21％低減
・年間エネルギー費用：19％低減
・年間CO₂排出量：24%低減※

●従来のシステムと比較して
・年間一次エネルギー使用量：17%低減
・年間エネルギー費用：13%低減
・年間CO₂排出量：30%低減※

改善効果

・32.9kW（加熱能力）×２台

設備概要

※ 電力のCO₂排出係数 ：0.437kg‒CO₂/kWh

●高効率循環型ヒートポンプチラー（新設）

●従来のシステムと比較して
・年間エネルギー使用量：58％低減
・年間エネルギー費用：58％低減
・年間CO₂排出量：58％低減※

改善前

改善後

改善効果 ※1

33 飲食店チェーンにおける  
ハイブリッド給湯機への更新による省エネ

この企業では、全国に約300店舗のレストランを運営しており、CO₂削減の取り組みを各店舗で継続的に推進しています。
そこで、さらなるCO₂削減を目指すため、各店舗の主要エネルギー源であるガス給湯器の見直しを検討し、ハイブリット
給湯機への更新を実施することにしました。
ハイブリッド給湯機は、業務用ヒートポンプ給湯機をベースに運用することで多くの給湯エネルギーを賄い、ガス給湯器は
補助的に稼働させることで、効率的な給湯が可能となります。これにより、給湯の使用量が急に増えても湯切れ心配がない
ことに加え、エネルギーコストの低減と省CO₂を実現することができました。

11 寒冷地の事務所における
空冷ヒートポンプ空調機への更新による省エネ

　この事務所では、システム開発・設計等のIT関連をはじめ、様々な事業展開を行っています。
　従来、冷房時には空冷ヒートポンプを使用し、暖房時は灯油焚きのボイラーを使用したセントラル方式で空調を行って
いましたが、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、感染症対策の観点から適正換気量の確保と省エネルギーの両立が
大きな課題となっていました。
　そこで、空調設備の改修にあたっては、寒冷地向け空冷ヒートポンプによる暖冷房に加え、ヒートポンプ式の熱回収外
調機を採用しました（厳冬期は、灯油ボイラーからの温水も一次加温用として利用）。
　これにより、改修後の灯油使用量は大幅な削減となり、一次エネルギー使用量、CO₂排出量の削減を実現しています。

※１ 改善効果は、代表店舗の数値となります。
※２ 設備概要は、導入店舗の合計数値となります。
※３ 電力のCO₂排出係数：0.437kg-CO₂/kWh 
 都市ガスのCO₂排出係数：2.05kg-CO₂/Nm³

システム図
●従来のシステムと比較して
・年間一次エネルギー使用量：46％低減
・年間エネルギー費用：56％低減
・年間CO₂排出量：47％低減※3

設備概要 ※2

●ハイブリッド給湯機×97基（新設）
　・業務用ヒートポンプ給湯機 ：６kW（加熱能力）
　・ガス給湯器：41.9kW（加熱能力）
　・貯湯槽：0.09m³

・100kW×2台　・16kW×1台
●寒冷地向けビル用マルチエアコン（新設）
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システム図
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